
Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイ
ド

最終更新：2026年 6月 18日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



© 2021 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.



目次

Cisco Unity Connection Serviceabilityの概要 1第 1 章

Introduction to Cisco Unity Connection Serviceability 1

Cisco Unity Connection Serviceabilityについて理解する 1

管理者ワークステーションでのブラウザの設定 2

Firefox 2

Microsoft Internet Explorer 2

Unity ConnectionまたはCisco Business Editionサーバーを信頼済みサイト一覧に追加する

(Windows Server 2003および Internet Explorer 6.0のみ） 3

Cisco Unity Connection Serviceabilityにアクセスする 3

Cisco Unity Connection Serviceabilityインターフェイスを使用する 4

アラームの使用 5第 2 章

アラームについて理解する 5

アラームの定義 5

アラーム定義の表示 6

アラーム設定 6

アラームを有効にする 6

アラームの無効化 6

トレースを使用する 7第 3 章

Using Traces 7

トレースについて理解する 7

トレースログファイルの設定 8

マイクロトレースの有効化 8

利用可能なマイクロトレース 9

Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
iii



マクロトレースの有効化 17

利用可能なマクロトレース 18

Cisco Unity Connectionクラスタ内のサーバー状態とポートを管理する 21第 4 章

Cisco Unity Connectionクラスタにおけるサーバの状態とポートの管理 21

Cisco Unity Connectionサービスを管理する 23第 5 章

Cisco Unity Connectionサービス 23

コントロールセンターでのサービス管理 27

コントロールセンターでサービスを有効化する 28

Control Centerでサービスを無効にする 28

コントロールセンターでサービスを開始する 28

コントロールセンターでサービスを停止する 29

Control Centerでサービスの状態を更新する 29

レポートを使用する 31第 6 章

レポートについて理解する 31

レポート構成パラメータの設定 36

レポートの生成と表示 36

レポートを生成、表示する 38

音声ネットワークマップツールを使用する 39第 7 章

音声ネットワークマップツールについて理解する 39

Unity Connectionサイト内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスの設定
40

音声ネットワークマップツールでレプリケーション状態情報を表示する 41

HTTPSネットワークで音声ネットワークマップツールを使用する 43第 8 章

HTTPSネットワークの音声ネットワークマップツールについて理解する 43

HTTPSネットワーク内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスを構成す

る 44

Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
iv

目次



音声ネットワークマップツールでレプリケーションステータス情報を表示する 45

Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
v

目次



Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
vi

目次



第 1 章

Cisco Unity Connection Serviceabilityの概要

• Introduction to Cisco Unity Connection Serviceability（1ページ）

Introduction to Cisco Unity Connection Serviceability

Cisco Unity Connection Serviceabilityについて理解する
UnityConnection用のウェブベースのトラブルシューティングツールであるCiscoUnityConnection
Serviceabilityは次の機能を提供します。

•トラブルシューティングに使用する Unity Connectionアラーム定義を表示します。

• Unity Connectionトレースを有効にする Real-Time Monitoring Tool (RTMT)でトレース情報
を収集して表示できます。

• Unity Connectionトレース情報が保存されるログを設定します。

• Unity Connectionクラスタが構成されている場合、クラスタとサーバーを管理します。

Unity Connectionクラスタ機能は、Cisco Business Editionでの使用
をサポートしていません。

（注）

• Unity Connection機能サービスの状況を表示する。

• Unity Connectionサービスをアクティブ化、非アクティブ化、開始、および停止する。

•さまざまなファイル形式で表示できるレポートを生成する。

関連するサービスとコンポーネントに応じて、CiscoUnityConnection ServiceabilityおよびCisco
Unified Serviceabilityの両方で、Serviceability関連タスクを実行できます。たとえば、問題をト
ラブルシューティングするために、サービスを開始および停止し、アラームを表示し、両方の

アプリケーションでトレースを設定する必要がある場合があります。
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Cisco Unity Connection Serviceabilityは、『Cisco Unity Connection Serviceability向け管理ガイド』
に記載されている機能をサポートしています。 Cisco Unified Serviceabilityの使用方法について
は、『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』を参照してく
ださい (入手先:
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html)。

管理者ワークステーションでのブラウザの設定

Cisco Unity Connection Serviceability、Cisco Unity Connection Administration、Cisco Unified
Serviceability、Disaster Recovery System、および Unity Connectionまたは Cisco Business Edition
サーバ上のその他のWebアプリケーションにアクセスするには、管理者ワークステーション
でブラウザーが正しく設定されている必要があります。

Firefox

Unity ConnectionのWebアプリケーションにアクセスするために Firefoxを設定するには、以下
の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 ブラウザを正しく構成するために必要なソフトウェアがインストールされていることを確認します。
Cisco Unity Connectionのシステム要件、リリース 15の「ソフトウェア要件—ユーザーワークステーショ
ン」項を参照してください (入手先: https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/
requirements/b_15cucsysreqs.html)。

ステップ 2 Firefoxの設定：

Javaを有効にします。

JavaScriptを有効にし、[JavaScriptの詳細設定]で [画像の変更を有効にする]を有効にします。

サイトがCookieを設定できるようにします。（セキュリティ上の理由から、この設定は「発信元ウェブサ
イトのみに Cookieを設定することを許可する」にすることをお勧めします。）

Microsoft Internet Explorer

Unity ConnectionのWebアプリケーションにアクセスするために Internet Explorerを設定するに
は、以下の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 ブラウザを正しく構成するために必要なソフトウェアがインストールされていることを確認します。
Cisco Unity Connectionのシステム要件、リリース 15の「ソフトウェア要件—ユーザーワークステーショ
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ン」項を参照してください (入手先: https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/
requirements/b_15cucsysreqs.html)。

ステップ 2 Internet Explorerの設定:

アクティブスクリプトを有効にします。

ActiveXコントロールをダウンロードして実行します。

Javaスクリプトを有効にします。

すべてのクッキーを受け入れます。

一時インターネットファイルの新しいバージョンを自動的に確認します。

中高のプライバシーを有効にします。

Microsoft Windows Server 2003を実行し、Internet Explorerバージョン 6.0を使用して Cisco Personal
CommunicationsAssistantにアクセスしている場合は、以下の手順を実行してUnityConnectionサーバを信頼
済みサイト一覧に追加してください。

Unity Connectionまたは Cisco Business Editionサーバーを信頼済みサイト一覧に追加する
(Windows Server 2003および Internet Explorer 6.0のみ）

手順

ステップ 1 Cisco Personal Communications Assistantのサインインページを開きます。

ステップ 2 Internet Explorerの [ファイル]メニューで、[このサイトの追加先] > [信頼済みサイトゾーン]の順に選択し
ます。

ステップ 3 [信頼済みサイト]ダイアログボックスで、[追加]を選択します。

ステップ 4 [閉じる]を選択して、[信頼済みサイト]ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 Internet Explorerを再起動してください。

Cisco Unity Connection Serviceabilityにアクセスする
Cisco Unity Connection Serviceabilityへの初回ログイン時は、インストール中にインストーラが
指定したデフォルトの管理者アカウントのユーザー名とパスワードを使用します。後で、作成

したその他の管理者アカウントのユーザー名とパスワードを使用することもできます。

手順

ステップ 1 サポートされているウェブブラウザを使用して、ブラウザセッションを開きます。
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ステップ 2 https://<Cisco Unity Connection server IP address > /cuserviceにアクセスします。

ステップ 3 該当するユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン]を選択します。

Cisco Unity Connection Serviceabilityにログインすると、Cisco Unified Operating System Administrationおよび
Disaster Recovery Systemを除き、各アプリケーションにサインインしなくても、ナビゲーションドロップ
ダウンボックスに表示されるすべてのアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Unity Connection Serviceabilityのユーザ名とパスワードを使用して、Cisco Unified Operating System
Administrationまたは Disaster Recovery Systemにアクセスすることはできません。 Cisco Unity Connection
Serviceabilityからこれらのアプリケーションにアクセスするには、Cisco Unity Connection Serviceabilityの右
上隅にある [ログアウト]リンク、ナビゲーションドロップダウンボックスのアプリケーション、[移動]の
順に選択します。

(Cisco Unified Operating SystemAdministrationまたはDisaster Recovery Systemを除く)ナビゲーションドロッ
プダウンボックスに表示されるアプリケーションのいずれかに既にログインしている場合は、ログインせ

ずに Cisco Unity Connection Serviceabilityにアクセスできます。ナビゲーションドロップダウンボックス
で、Cisco Unity Connection Serviceability、[移動]の順に選択します。

Cisco Unity Connection Serviceabilityインターフェイスを使用する
Cisco Unity Connection Serviceabilityでは、トラブルシューティング、レポートの生成、サービ
ス関連のタスクの実行に加えて、次のタスクを実行できます。

•特定のウィンドウに関するドキュメントを表示するには、[ヘルプ] > [このページ]を選択
します。

• Unity ConnectionまたはCisco Business Editionのこのリリースで利用可能なドキュメントの
一覧を表示するには（またはヘルプインデックスにアクセスするには）、[ヘルプ] > [目
次]を選択します。

•サーバ上で実行されている Cisco Unity Connection Serviceabilityのバージョンを確認するに
は、[ヘルプ] > [バージョン情報]を選択するか、ウィンドウの右上隅にある [バージョン情
報]リンクを選択します。

•設定ウィンドウから Cisco Unity Connection Serviceabilityのホームページに直接移動するに
は、ナビゲーションドロップダウンボックスで [Cisco Unity Connection Serviceability]を選
択します。

• Cisco Unity Connection Administrationまたはその他のアプリケーションにアクセスするに
は、ナビゲーションドロップダウンボックスで対象のアプリケーションを選択し、[移動]
を選択します。

• Cisco Unity Connection Serviceabilityからサインアウトするには、ウィンドウの右上隅にあ
る「ログアウト」リンクを選択します。

• Cisco Unity Connection Serviceabilityの各設定ページには、ページ下部の設定ボタンに対応
する設定アイコンが表示されます。（例えば、保存アイコンまたは保存ボタンのいずれか

を選択してタスクを完了できます。）
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第 2 章

アラームの使用

•アラームについて理解する（5ページ）
•アラームの定義（5ページ）
•アラーム定義の表示（6ページ）
•アラーム設定（6ページ）

アラームについて理解する
Cisco Unity Connection Serviceabilityアラームは、ランタイム状態とシステムの状態に関する情
報を提供するため、システム関連の問題をトラブルシューティングできます。例えば、アラー

ムを使用して、MWIを設定するために有効になっているポートがあるかどうかを判断できま
す。アラーム情報には、カタログ、名前、重大度、説明、推奨される対処方法、ルーティング

リスト、およびパラメータが含まれます。

ローカルサーバーまたは指定したリモートサーバーの syslogメッセージとして表示されるア
ラームを有効または無効にできます。表示する重大度レベルも設定できます。

アラームを収集するには、Real-TimeMonitoring Tool (RTMT)の [Trace and Log Central]オプショ
ンを使用します。 RTMTの SysLog Viewerを使用してアラームを表示します。

アラームの定義
アラーム定義は、アラームの意味やアラームからの復元方法など、アラームメッセージに関し

て説明します。

[アラームメッセージ定義]ページで、アラーム情報を検索します。アラームを選択すると、
[アラーム情報]ページにアラーム情報の説明と推奨される対処方法が表示されます。トラブル
シューティングを支援するため、定義にはアラーム名、説明、重大度、解説、推奨される対処

方法、ルーティングリスト、およびパラメータが含まれています。
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アラーム定義の表示
ユーザーは、Cisco Unity Connectionリリース 15向けアラートメッセージ定義で、アラート定
義を検索したり、表示したりできます (リンク: https://www.cisco.com/c/td-xml/en_us/voice-ip-comm/
connections/15/alarm_messages/15cucalrmmsgdef.html)。

アラーム設定
このセクションでは、アラームを有効化および無効化する方法について説明します。

アラームを有効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[アラーム] > [構成]の順に選択します。

ステップ 2 アラーム構成ウィンドウで:

•システムが SysLog Viewerのアプリケーションログ領域にアラームをログに記録できるようにするに
は、[ローカルSyslog]で、[アラームを有効にする]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 アラームを有効にした syslogの「アラームイベントレベル」フィールドで、希望する重大度レベルを選択
してください。

ステップ 4 保存を選択します。

アラームの無効化

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[アラーム] > [構成]の順に選択します。

ステップ 2 [アラーム設定]ウィンドウで、該当する [アラームを有効にする]チェックボックスをオフにします。

ステップ 3 保存を選択します。

Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
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第 3 章

トレースを使用する

• Using Traces（7ページ）

Using Traces

トレースについて理解する

CiscoUnityConnectionServiceabilityのトレース機能は、以下の方法で問題のトラブルシューティ
ングに役立ちます。

• Unity Connectionコンポーネントごとに、ログファイルのパラメータを指定できます。こ
れには、コンポーネントに対してトレースを実行する際に作成されるログファイルの最大

数と最大ファイルサイズが含まれます。

•マイクロトレースを有効にすると、目的のマイクロトレース情報のレベルを選択できま
す。

•マクロトレース (事前に選択されたマイクロトレースのグループ)を有効にすると、目的の
マクロトレース情報のレベルを選択できます。

ログファイルの設定とトレースの有効化が完了したら、以下のいずれかの方法でトレースログ

ファイルを収集します。

• Real-Time Monitoring Tool (RTMT)の [Trace and Log Central]オプションを使用します。詳
細については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool管理ガイド』の「Trace and Log
Centralの操作」章 (「トレース用ツールおよびプラグインの箇所」)を参照してください
(入手先: http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html)。

•コマンドラインインターフェース（CLI）を使用します。詳細については、『CiscoUnified

Communicationsのソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガ

イド』を参照してください (入手先:
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html)。
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マクロトレースまたはマイクロトレースを有効にすると、システ

ムのパフォーマンスが低下します。トレースは、トラブルシュー

ティング目的でのみ有効にします。

（注）

トレースログファイルの設定

ログファイルにトレース情報を書き込むには、選択した領域のトラブルシューティング情報を

提供するマイクロトレースまたはマクロトレースを有効にする必要があります。

（注）

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[トレース] > [構成]の順に選択します。 [トレース
設定]ページが表示されます。

2. [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco
Business Editionサーバーを選択し、[移動]を選択します。

3. [コンポーネント]ドロップダウンボックスで、トレースログファイルを構成するコンポー
ネント、[移動]の順に選択します。

ドロップダウンボックスには、すべてのコンポーネント（アクティブなものと非アクティ

ブなもの）が表示されます。

4. 「最大ファイル数」フィールドに、このコンポーネント用に作成されるトレースログファ
イルの最大数を入力します。

5. 「最大ファイルサイズ」フィールドに、このコンポーネント用に作成されるトレースログ
ファイルのサイズ制限（メガバイト単位）を入力します。

6. デフォルト設定に戻す場合は、[デフォルトに設定]を選択します。そうでない場合は、次
のステップに進んでください。

7. 保存を選択します。

8. このコンポーネントに対して古いトレースログファイルを新しいトレースログファイルに
置き換えるには、[ログファイルを再作成]を選択します。

マイクロトレースの有効化

具体的なCiscoUnityConnectionコンポーネント関連の問題をトラブルシューティングする際に
マイクロトレースを有効にします。たとえば、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)のアラート
セントラルツールで通知エラーが発生した場合、Notifierトレースを有効にします。ただし、
トレースを実行すると、システムのパフォーマンスやハードディスクの容量に影響を与える可

能性があることに注意してください。
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マイクロトレースを有効にすると、システムのパフォーマンスが低下します。トレース機能は

トラブルシューティング目的でのみ有効にしてください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[トレース] > [マイクロトレース]の順に選択します。

マイクロトレースのページが表示されます。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 マイクロトレースのドロップダウンボックスから、有効にするマイクロトレースを選択し、[実行]を選択
します。

ステップ 4 [マイクロトレースレベル]で、有効にするマイクロトレースレベルのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 保存を選択します。

ヒント

Unity Connectionの問題をトラブルシューティングするには、Cisco Unity Connection Serviceabilityおよび
Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有効にする必要がある場合があります。 Unity Connectionコンポー
ネントのトラブルシューティングを行うには、Cisco Unity Connection Serviceabilityでトレースを有効にし
ます。同様に、Cisco Unified Serviceabilityでサポートされているサービスのトラブルシューティングを行
うには、Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有効にします。 Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有
効にする方法については、『CiscoUnified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い (入手先: http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html)。

利用可能なマイクロトレース

表3-1では、利用可能な各マイクロトレース、分析内容の説明、生成されるトレースログのファ
イル名が一覧されています。

表 1 :マイクロトレース

トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.uc通話に使用される会話、ポート、

およびコールルーティングルール

Arbiter

diag_Tomcat_*.ucMediaPlayerを使用してオーディオ
ストリームの再生または録音を行

うウェブベースのアプリケーショ

ンで使用される音声録音サービス

AudioStore
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トレースを使用する

利用可能なマイクロトレース

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html


トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_Tomcat_*.ucAXLサーバとのやり取りにより、
電話関連のプロパティを取得およ

び設定する。

AxlAccess

diag_Tomcat_*.uc複数のユーザまたはシステム連絡

先を作成、更新、削除するために

使用される一括管理ツール

一括管理ツール

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuGalSvc_*.uc

diag_Tomcat_*.uc

カレンダー機能で使用する会議情

報の取得

CCL

diag_CuCsMgr_*.uc会話エンジンと会話イベントCDE

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_Tomcat_*.uc
データベースからの情報検索CDL

diag_Tomcat_*.ucCisco Personal Communications
Assistant (Cisco PCA)

CiscoPCA

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuNotifier_*.uc

diag_Tomcat_*.uc

Cisco Unity Connectionメッセージ
ストアからのメッセージの取得、

メールメッセージを読み上げるテ

キスト読み上げ機能向けの外部

サーバー (IMAPを使用)からの
メッセージの取得

CML

<any>Cisco Unity Connectionサービスで
共有されるコンポーネントの低レ

ベル操作

共通

<any>データベース内の構成データが更

新されたことの検出

ConfigData

diag_CuCsMgr_*.ucArbiterが通話をルーティングする
先の会話

ConvRoutingRules

diag_CuCsMgr_*.ucユーザーの操作と利用状況ConvSub

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuMbxSync_*.uc
単一インボックス、カレンダリン

グ、およびテキスト読み上げに向

けたUnityConnectionからExchange
への Exchange Web Services呼び出
し。

CsEws
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuMbxSync_*.uc
単一受信トレイ、カレンダー、テ

キスト読み上げのための Exchange
メールボックスの自動検出

CsExchangeMbxLocator

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_Tomcat_*.uc
CML、Notifier、および IMAPサー
バーによるメッセージストアへの

アクセス

CsMalUmss

diag_CuMbxSync_*.uc単一インボックスの同期CsMbxSync

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuGalSvc_*.uc

diag_Tomcat_*.uc

Exchangeとの連携におけるカレン
ダー処理

CsWebDav

diag_Tomcat_*.ucユーザーを追加するウェブサービ

ス操作

Cuals

diag_Tomcat_*.ucCisco Unity Connection管理の操作Cuca

diag_CUCESync_*.ucSurvival Remote Site Voicemail
(SRSV)処理関連の操作。

CuCESync

diag_Tomcat_*.ucCiscoUnifiedCMからのユーザデー
タの同期

CuCcmSynchronizationTasks

diag_CuCmDbEventListener_*.ucCiscoUnifiedCMデータベースの変
更の検出

CuCmDbEventListener

diag_CuCsMgr_*.ucCisco Unity Connectionの主要プロ
セス。Unity Connectionの起動と停
止。

CuCsMgr

diag_CuDbProxy_*.ucCisco Unity Connectionクラスタの
データベースレプリケーション

CuDbProxy

<any>暗号化（メッセージングを除く）

および暗号化監査ログ

CuEncrypt

diag_Tomcat_*.ucUnity Connection外部サービス診断
ツールの操作

CuESD

diag_CuFileSync_*.ucUnity Connectionクラスターのファ
イルレプリケーション

CuFileSync

diag_CuGalSvc_*.ucExchangeからのカレンダーおよび
連絡先情報の取得

CuGal
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuImapSvr_*.ucIMAPクライアントによる音声メッ
セージへのアクセス

CuImapSvr

diag_CuReplicator_*.ucデジタルネットワーク用レプリ

ケーション

（注）

デバッグトレースとデバッグ統計

のマイクロトレースレベルは、大

量のログエントリを生成する可能

性があるため、1時間以上有効に
しないことを推奨します。

CuReplicator

diag_Tomcat_*.ucCisco Unity Connection Serviceability
の操作

CuService

diag_CuSlmSvr_*.ucCisco Unity Connectionにおける
Cisco Smart Software Licensing
Servicesの活動

CuSlmSvr

diag_CuSnmpAgt_*.ucConnection SNMPサブエージェン
トの活動

CuSnmpAgt

diag_CuSysAgent_*.ucData SysAgentタスクDataSysAgentTasks

<any>コンポーネントによるデータベー

ス変更の通知

DbEvent

diag_Tomcat_*.uc診断ポータルアプリケーションプ

ログラミングインターフェース

ウェブサービスの動作

DPAPI

<date in the format
yyyy_mm_dd>.stderrout.log.*

ExchangeEWSメールボックス同期
通知

EWSNotify

diag_CuCsMgr_*.ucシステムエラー発生時に Failure
Conversationをアクティブ化する

FailureConv
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_Tomcat_*.ucサイト間ネットワークでは、この

マイクロトレースはディレクトリ

の変更に関して、ローカルサイト

変更追跡データベースを確認し、

リモートサイトゲートウェイ

Readerタスクからのポーリング要
求に応答します。

HTTPSネットワークでは、このマ
イクロトレースは、ディレクトリ

の変更について、Feeder内のロー
カルサブツリーの変更追跡データ

ベースを確認し、リモートロケー

ションReaderタスクからのポーリ
ング要求に応答します。

フィーダー

diag_Tomcat_*.ucサイト間ネットワークでは、この

マイクロトレースは、ディレクト

リ変更について、最後のポーリン

グ間隔以降、定期的にリモートサ

イトゲートウェイをポーリングし

ます。

HTTPSネットワークでは、このマ
イクロトレースは、ディレクトリ

変更について、最後のポーリング

間隔以降、定期的にリモートロ

ケーションをポーリングします。

FeedReader

diag_CuGSuiteSyncSrv_*.ucGmailサーバーおよび Unity
Connection間のユーザーメールボッ
クスの同期に関連するすべての操

作と機能

Google Workspace

diag_CuCsMgr_*.ucライセンス管理に関連する機能ライセンスクライアント

<any>トレースログおよびイベントの書

き込み

ロガー

diag_Tomcat_*.ucメッセージの到着または削除の検

出

メッセージイベントサー

ビス

diag_Tomcat_*.ucCisco Unity Connection
Administrationにおける、音声メッ
セージングポートのテストおよび

証明書の生成に関連する機能

MiuAdm
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.ucMiuと会話間のプロセスMiuCall

diag_CuCsMgr_*.ucデータベースへのアクセスに関連

するメディア操作

MiuDatabase

diag_CuCsMgr_*.uc電話ユーザインターフェース

（TUI）による通話追跡、通話制
御機能、メッセージ待機表示

（MWI）のオン/オフ切り替え、通
知機能および発信機能、基本的な

メディアまたはWAVファイルの
使用方法

MiuGeneral

diag_CuCsMgr_*.ucTAPI（回線交換または Cisco
UnifiedCallManager）統合における
メディアまたはWAVファイルの
使用

MiuIO

diag_CuCsMgr_*.uc着信通話の処理、呼制御、メッ

セージ待機中インジケータ (MWI)
のオン/オフ、通知機能およびアウ
トダイヤル機能、およびメディア

またはWAVファイルの使用

MiuMethods

diag_CuCsMgr_*.ucSIP通話コントロールMiuSIP

diag_CuCsMgr_*.uc呼制御に向けた低レベルの SIP処
理

MiuSIPStack

diag_CuCsMgr_*.ucSCCP通話コントロールMiuSkinny

diag_CuCsMgr_*.ucトランスコーディングに関連する

低レベルのメディア機能

MiuTranscode

diag_CuMixer_*.ucメディアおよびテキスト読み上げ

機能に関する低レベルのアクティ

ビティ

ミキサー

diag_CuCsMgr_*.uc通話中の音声メッセージングポー

トの状態と呼処理を監視する、

Real-TimeMonitoring Toolでポート
の状態を表示するサーバー側の機

能。

監視

diag_MTA_*.uc音声メッセージをメッセージスト

アに配信する

MTA
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuNotifier_*.uc
メッセージと選択したイベントの

通知、メッセージ受信インジケー

タ (MWI)のオン/オフの切り替え

Notifier

diag_Tomcat_*.uカレンダー機能向けのMeetingPlace
に関連する Cisco Personal
Communications Assistantの操作

PCAMeetingPlace

diag_Tomcat_*.ucCisco Unified Communications
Managerとの統合に関連するCisco
Personal Communications Assistant
の操作

PCAUnifiedCM

diag_CuCsMgr_*.ucIP電話アプリケーションの管理PhoneManager

diag_CuCsMgr_*.uc再生されるプロンプトとユーザの

DTMF入力。ログはファイルに書
き込まれる。

PhraseServer

diag_CuCsMgr_*.uc再生されるプロンプトとユーザー

のDTMF入力。これらのログはモ
ニターに記録されます。

PhraseServerToMonitor

diag_CuReportDataHarvester_*.ucデータログファイルの内容をレ

ポートデータベースのエントリに

変換する

ReportDataHarvester

<any>GUIで選択した言語を使用し、製
品情報やメッセージ情報で文字列

を埋める

リソースローダー

diag_CuCsMgr_*.uc利用可能なリソースを監視し、必

要に応じて Arbiterに提供する
リソースマネージャー

diag_CuCsMgr_*.ucコールルーティングの判定ルーティングルール

diag_Tomcat_*.ucRSSクライアントからボイスメー
ルを確認するために使用される

RSSフィード

RSS

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_Tomcat_*.uc
通話中のユーザー向けのパーソナ

ル着信転送ルールの評価

ルールエンジン

diag_SMTP_*.ucSMTP機能SMTP

<any>IMAPサーバへのソケット接続SocketPoolHelper
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuSrm_*.ucクラスタ管理に関連する機能SRM

<any>OpenSSLを使用するコンポーネン
トの初期化手順

SslInit

diag_MTA_*.uc文字起こしが必要なメッセージを

検出し、完了した文字起こしを元

のメッセージに添付します

SttClient

diag_SttService_*.ucCisco Unity Connectionとサード
パーティの外部文字起こしサービ

ス間の通信

SttService

diag_CuSysAgent_*.ucシステムエージェントコンポーネ

ントは、管理者が入力したシステ

ムタスク（MWIの再同期など）を
スケジュールします。

SysAgent

diag_CuSysAgent_*.ucタスク管理ツールに関連する機能TaskRequest

diag_CuCsMgr_*.ucテキスト読み上げ機能の動作TextToSpeech

<any>プロセッサによるスレッドの使用スレッドプール

<any>会話マネージャーコンポーネント

で使用されるタイマー

タイマーヘルパー

diag_Tomcat_*.uc受信音声ストリームを Cisco Unity
Connectionが使用する音声形式に
トランスコードするウェブサー

バーの音声フォーマットトランス

コーディングユーティリティ

TranscodeWeb

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_Tomcat_*.uc
クライアントが電話機を録画と再

生デバイスとして使用できるよう

にする電話録画と再生 (TRaP)

TRaP

diag_CuSysAgent_*.ucシステムエージェントコンポーネ

ントのメッセージングタスク

UmssSysAgentTasks

diag_Tomcat_*.ucCisco Personal Communications
Assistant内のMessaging Assistant
ウェブツールの操作

UnityAssistant

diag_Tomcat_*.ucCisco Personal Communications
Assistant内のMessaging Inboxウェ
ブツールの操作

UnityInbox
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トレースログのファイル名トレースの分析内容マイクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.ucCisco Personal Communications
Assistantの Cisco Unity Connection
Personal Call Transfer Rulesウェブ
ツールの操作

UnityPCTR

diag_CuCsMgr_*.ucAPI経由の Unity Connectionと
Cisco MediaSense間のビデオコー
ル操作。

ビデオ

diag_CuCsMgr_*.ucコールキューイングVirtualQueue

• diag_Tomcat_*.uc

• diag_tomcat-rest*.uc

Representational State Transfer
(REST) APIクライアントとのやり
取り

VMREST

diag_Tomcat_*.uc音声メッセージングWebサービス
とのやり取り

VMWS

diag_CuCsMgr_*.uc音声ユーザーインターフェースVUI

マクロトレースの有効化

Unity Connectionの機能全般のトラブルシューティングを行う際は、事前に選択されたマイク
ロトレースの一式であるマクロトレースを有効にします。例えば、MWIに問題が発生した場
合、Traces for MWI Problemsマクロトレースを有効にします。ただし、トレースを実行する
と、システムのパフォーマンスやハードディスクの容量に影響を与える可能性があることに注

意してください。

マクロトレースを有効にすると、システムパフォーマンスが低下します。トレースは、トラブ

ルシューティング目的でのみ有効にします。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[トレース] > [マクロトレース]の順に選択します。

マクロトレースのページが表示されます。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 有効にするマクロトレースのチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 マクロトレースを展開し、有効にするレベルのチェックボックスをオンにします。
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17

トレースを使用する

マクロトレースの有効化



ステップ 5 保存を選択します。

ヒント

Unity Connectionの問題をトラブルシューティングするには、Cisco Unity Connection Serviceabilityおよび
Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有効にする必要がある場合があります。 Unity Connectionコンポー
ネントのトラブルシューティングを行うには、Cisco Unity Connection Serviceabilityでトレースを有効にし
ます。同様に、Cisco Unified Serviceabilityでサポートされているサービスのトラブルシューティングを行
うには、Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有効にします。 Cisco Unified Serviceabilityでトレースを有
効にする方法については、『CiscoUnified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』を参照してくださ
い (入手先: http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html)。

利用可能なマクロトレース

表2には、利用可能な各マクロトレース、分析対象の説明、および生成されるトレースログの
ファイル名が一覧表示されています。

表 2 :マクロトレース

トレースログのファイル

名

トレースが分析するものマクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.ucUnity Connection経由の通話フロー通話フロー診断

diag_CuSysAgent_*.uc

diag_MTA_*.uc

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuImapSvr_*.uc

diag_Tomcat_*.uc

メッセージ処理、メッセージの配信から削

除までを処理するオブジェクト。

メッセージ追跡トレース

diag_CuCsMgr_*.uc通話制御機能通話制御（Miu）トレー
ス

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuNotifier_*.uc
メッセージ受信インジケータ (MWI)のオン/
オフの切り替え

MWI問題のトレース

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuNotifier_*.uc
通知機能と発信機能その他の通知問題のト

レース

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuNotifier_*.uc
Unity Connectionの起動機能Unityの起動

diag_CuCsMgr_*.uc会話トレースの使用方法会話トレース
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トレースログのファイル

名

トレースが分析するものマクロトレース名

diag_CuCsMgr_*.uc音声ユーザーインターフェイス (VUI)音声ユーザーインター

フェイス/音声認識ト
レース

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuMixer_*.uc
メディアとWAVファイルの使用メディア (WAV)トレー

ス

diag_CuCsMgr_*.ucテキスト読み上げ (TTS)機能は、TTSと連
携する他の Cisco Unity Connectionコンポー
ネントのトレースも記録できます。

テキスト読み上げ (TTS)
トレース

diag_Tomcat_*.ucCisco Unified Serviceabilityの動作Unity Connection
ServiceabilityWebサービ
ス

diag_CuCsMgr_*.uc

diag_CuImapSvr_*.uc

diag_MTA_*.uc

diag_Tomcat_*.uc

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft
Outlookクライアントの動作

ViewMail for Outlook

diag_CuReplicator_*.ucデジタルネットワーク機能デジタルネットワーキ

ング

<date in the format
yyyy_mm_dd>.stderrout.
log.* diag_CuMbxSync_*.uc

シングルインボックスメッセージの同期シングルインボックス
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第 4 章

Cisco Unity Connectionクラスタ内のサー
バー状態とポートを管理する

• Cisco Unity Connectionクラスタにおけるサーバの状態とポートの管理（21ページ）

Cisco Unity Connectionクラスタにおけるサーバの状態と
ポートの管理

Cisco Unity Connection Serviceabilityのクラスタ管理ページでは、Unity Connectionクラスタ内の
サーバのステータスを変更したり、サーバ上のすべてのポートが新しい通話を受け付けないよ

うに停止したり、サーバ上のすべてのポートを再起動して通話を受け付けるようにしたりでき

ます。

該当する手順については、Cisco Unity Connectionリリース 15のインストール、アップグレー
ド、およびメンテナンスガイドの「CiscoUnityConnectionクラスタの構成」の章を参照してく
ださい。このガイドは、以下の URLから入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_
15cuciumg.html.

Unity Connectionクラスタ機能は、Cisco Business Editionでの使用をサポートしていません。（注）
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第 5 章

Cisco Unity Connectionサービスを管理する

• Cisco Unity Connectionサービス（23ページ）
•コントロールセンターでのサービス管理（27ページ）

Cisco Unity Connectionサービス
Cisco Unity Connectionには、表 5-1に記載されているサービスがあります。

表 3 : Unity Connectionサービス

説明サービス

状態のみのサービス

このサービスは Unity Connectionデータベースを有効に
するものであり、コマンドラインインターフェース

（CLI）を使用してのみ無効化できます。

Connection DB

このサービスは、UnityConnectionクラスタが構成されて
いる場合にサーバの状態を有効にし、コマンドラインイ

ンターフェイス（CLI）を使用してのみ無効にすること
ができます。

Connection Server Role Manager

このサービスは、Cisco Unity Connection Serviceability
Administrationインターフェイスを有効にし、コマンドラ
インインターフェイス (CLI)を使用してのみ無効にでき
ます。

Connection Serviceability

重要サービス

このサービスにより、UnityConnectionは通話を処理でき
るようになります。このサービスを無効にすると、Unity
Connectionの機能が低下します。

Connectionカンバセーションマネー
ジャ
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23



説明サービス

このサービスは、Unity Connectionと Gmailサーバ間で
メッセージを同期します。

Connection Google Workspace同期サー
ビス

このサービスは、Unity Connectionと Exchange間でメッ
セージを同期します。

Connectionメールボックス同期

このサービスは、メッセージをメッセージストアに配信

します。このサービスを無効にすると、UnityConnection
の機能が低下します。

接続メッセージ転送エージェント

このサービスは、通話、録音されたメッセージ、および

テキスト読み上げ (TTS)の音声 (メディアストリーム)を
有効にします。このサービスを無効にすると、Unity
Connectionの機能が低下します。

Connection Mixer

このサービスは、メッセージ待機インジケーター (MWI)
のオン/オフ切り替えなど、メッセージの通知を有効にし
ます。このサービスを無効にすると、Unity Connection
の機能が低下します。

接続通知機能

このサービスは、Cisco Unity Connection上の Cisco Smart
Software Licensingのすべての操作を管理します。

Connection Smart License Managerサー
バー

基本サービス

このサービスは、Cisco Unity Connection Administrationと
インターフェイスに保存された設定を有効にします。

Connection Administration

このサービスは、UnityConnectionデータベースへの変更
を Unity Connectionコンポーネントに通知します。

接続 DBイベントパブリッシャー

このサービスは、Cisco-Unity-MIBを使用する Simple
Network Management Protocol (SNMP)を有効にします。

SNMPの詳細については、『Cisco Unified Serviceabilityア

ドミニストレーションガイド』の「Simple Network
Management Protocol」章を参照してください (入手先:
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html)。

Connection SNMP Agent

オプションサービス

このサービスは、クライアントからのVMRESTリクエス
トを処理するためのRepresentational State Transfer(Rest)コ
ンテナの動作を管理します。

Connection REST Tomcat
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説明サービス

このサービスは、HTTP/SOAPウェブサービスであるCisco
Unity Access Layer (CUAL)を使用して、Unity Connection
と他のサーバー間でユーザーデータを共有します。例え

ば、このサービスは Cisco Business Editionや Cisco Unity
の Digital Networkingで使用できます。

Connection Access Layer

このサービスは、サバイバブルリモートサイトボイスメー

ル（SRSV）機能を有効にします。
接続ブランチ同期サービス

このサービスにより、Cisco Unified Communications
Managerデータベースの変更を検出できます。

Connection CMデータベースイベント
リスナー

このサービスにより、UnityConnectionサーバーにインス
トールされていないツール (COBRAS、UserDataDump、
Distribution List Builderなど)が、ネットワーク上の
WindowsクライアントからODBC経由でUnityConnection
データベースに直接アクセスできるようになります。

このサービスはデフォルトでは無効になっています。こ

れらのツールを使用するには、サービスを有効にし、サー

ビスのタイムアウトを構成し、リモート管理者ロールを

持つユーザーを作成する必要があります。詳細について

は、該当ツールのヘルプファイルを参照してください。

接続データベースプロキシ

このサービスは、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)の診
断ポータルによる Unity Connectionのデータへのアクセ
スを可能にします。

接続診断ポータルサービス

このサービスは、Digital Networking用のUnity Connection
サーバー間でデータのレプリケーションを可能にします。

接続デジタルネットワークレプリケー

ションエージェント

サイト間ネットワークの場合、このサービスはディレク

トリの変更に関して、ローカルサイト変更追跡データベー

スを確認し、リモートサイトゲートウェイReaderタスク
からのポーリング要求に応答します。

接続ディレクトリフィーダー

このサービスは、UnityConnectionクラスターのファイル
複製を可能にします。

Connection File Syncer

このサービスは、Unity Connectionが Exchange、
MeetingPlace、またはMeetingPlace Expressサーバーから
のカレンダーデータおよび Exchangeの連絡先をキャッ
シュできるようにします。

Connection Groupwareキャッシュサー
ビス
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説明サービス

このサービスは、ディレクトリの変更について、サービ

ス自身の変更追跡データベースと関連するローカルサブ

ツリーを確認して、リモートロケーションReaderタスク
からのポーリング要求に応答します。

Connection HTTPS Directory Feeder

このサービスにより、IMAPクライアントから Unity
Connection上のデータにアクセスできるようになります。

Connection IMAPサーバー

このサービスは、RSSクライアントからボイスメールを
確認するための RSSフィードを提供します。

Connection Inbox RSS Feed

このサービスにより、Unity Connectionと Cisco Unified
Communications Manager間でユーザデータを共有するこ
とが可能になります。

Connection Integrated Mailbox
Configuration

このサービスは、Javaウェブクライアントを有効にしま
す。

[Connection Jetty]

このサービスにより、Cisco Unified Mobility Advantageの
UnityConnection上の音声メッセージデータにアクセスで
きるようになります。

接続メッセージイベントサービス

このサービスにより、Cisco Personal Communications
Assistant (Cisco PCA)を介して Unity Connection上のデー
タにアクセスできるようになります。

Connection Personal Communication
Assistant

このサービスにより、リアルタイム監視ツール（RTMT）
を介して Unity Connection上のデータにアクセスできる
ようになります。

Connection Realtime Monitoring API

このサービスは、ログファイル内のデータをレポートデー

タベースのエントリに変換します。これは、レポートの

生成に使用されます。

Connection Reports Data Harvester

このサービスは、Representational State Transfer（REST）
APIクライアントを有効にします。

[Connection REST Service]

このサービスにより、SMTPサーバを介して Unity
Connection上のデータにアクセスできるようになります。

Connection SMTPサーバー

このサービスはSpeechView機能を有効にし、サードパー
ティの外部文字起こしサービスと通信します。

Connection SpeechView

このサービスは、管理者が Cisco Unity Connection
Administrationでスケジュールできるシステムタスク (MWI
の再同期など)を有効にします。

Connection System Agent
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説明サービス

このサービスは、ビジュアルボイスメールなど、Cisco
Unified Communicationsウィジェット別の Voicemail Web
Service (VMWS)経由で Unity Connectionのデータにアク
セスできるようにします。

Connection Voicemail Web Service

このサービスにより、音声ユーザインターフェース

（VUI）用の音声認識エンジンで使用される動的文法を
生成および配置することが可能になります。

Connection Voice Recognition Transport

このサービスは、音声ユーザインターフェース（VUI）
における音声認識を可能にする音声認識エンジンです。

Connection Voice Recognizer

コントロールセンターでのサービス管理
Cisco Unity Connection Serviceabilityのコントロールセンターでは、以下のタスクを実行できま
す。

•「オプションサービス」セクションで、Unity Connectionサービスを有効化および無効化
します。

• Status Only Servicesセクションにあるサービスを除くすべてのUnity Connectionサービスを
開始および停止します。

クリティカルサービスセクションで Unity Connectionサービスを停止すると、進行中の通話が
切断されたり、Unity ConnectionまたはCisco Business Editionサーバの正常な機能が低下したり
する可能性があります。

CiscoUnityConnectionクラスタが構成されている場合、PrimaryステータスのサーバーでCritical
Servicesセクション内のサービスを停止すると、クラスタ内の各サーバーの状態が変更されま
す。

• Unity Connectionサービスの状態を表示します。

• Unity Connectionサービスのステータスを更新します。

問題のトラブルシューティングを行うには、CiscoUnityConnection
Serviceabilityと Cisco Unified Serviceabilityの両方でサービスを管
理する必要がある場合があります。

ヒント

Cisco Unified Serviceabilityサービスについては、『Cisco Unified
Serviceabilityアドミニストレーションガイド』で説明されていま
す。

ヒント

Cisco Unity Connection Serviceabilityリリース 15の管理者ガイド
27

Cisco Unity Connectionサービスを管理する

コントロールセンターでのサービス管理



このセクションには5つの手順が含まれています。該当する手順を実行して、UnityConnection
サービスを有効化、無効化、開始、停止するか、サービスのステータスを更新してください。

一度に有効化、無効化、開始、停止できるサービスは 1つだけです。

コントロールセンターでサービスを有効化する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール] [サービス管理]を選択します。 >

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 [オプションサービス]で、有効にするサービスを探します。

ステップ 4 「有効化ステータスの変更」列で「有効化」を選択します。

Control Centerでサービスを無効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]、 > [サービス管理]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 [オプションサービス]で、無効にするサービスを探します。

ステップ 4 [有効化状態を変更]列で、[無効化]を選択します。

コントロールセンターでサービスを開始する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]、 > [サービス管理]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 開始したいサービスを探してください。

（注）

無効化されたサービスは、開始する前に有効化する必要があります。
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ステップ 4 「サービスステータスの変更」列で「開始」を選択します。

コントロールセンターでサービスを停止する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]、 > [サービス管理]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。

ステップ 3 停止したいサービスを探してください。

（注）

Cisco Unity Connection Serviceabilityの [ステータスのみのサービス]セクションにあるサービスは、開始ま
たは停止できません。これらのサービスを開始または停止するには、コマンドラインインターフェース

（CLI）を使用する必要があります。

UnityConnectionクラスタが構成されている場合、プライマリステータスのサーバのクリティカルサービス
セクションでサービスを停止すると、クラスタ内のサーバのステータスが変更されます。サービスが停止

したときにステータスが変更されないようにするには、CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム
設定] > [詳細設定] > [クラスタ構成]ページの [パブリッシャーサーバの障害発生時にサーバステータスを
自動的に変更する]チェックボックスをオフにする必要があります。

ステップ 4 [サービス状態を変更]列で、[停止]を選択します。

（注）

クリティカルサービスセクションで Unity Connectionサービスを停止すると、進行中の通話が切断された
り、UnityConnectionまたはCiscoBusinessEditionサーバの正常な機能が低下したりする可能性があります。

有効化されていないサービスは、開始も停止もできません。

ステップ 5 クラスタサーバー状態を変更するようにプロンプトが表示されたら、[OK]を選択します。

Control Centerでサービスの状態を更新する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]、 > [サービス管理]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバー]ドロップダウンボックスで、該当する Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Edition
サーバーを選択し、[移動]を選択します。
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ステップ 3 [リフレッシュ（Refresh）]を選択します。

ステータス情報は、現在の状況を反映するように更新されます。
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第 6 章

レポートを使用する

•レポートについて理解する（31ページ）
•レポート構成パラメータの設定（36ページ）
•レポートの生成と表示（36ページ）

レポートについて理解する
Cisco Unity Connection Serviceabilityを使用すると、システム構成やコールハンドラーに関する
情報をレポートに収集できます。

表 6-1は、CiscoUnityConnection Serviceabilityで生成できるレポートについて説明しています。

表 4 : Cisco Unity Connection Serviceabilityで利用可能なレポート

出力の説明レポート名

電話からのUnity Connectionへのサインインに失敗したすべての試行に
対して次の情報を含めます。

•サインインできなかったユーザーのユーザー名、エイリアス、発信
者 IDおよび内線。

•ログイン失敗が発生した日時。

•ユーザーのサインイン失敗回数が上限に達しているかどうか。

電話インターフェースの

ログオンエラー

各ユーザに関する以下の情報が含まれます。

•姓、名、およびエイリアス。

•ユーザに関連付けられているUnityConnectionまたはCiscoBusiness
Editionサーバを識別する情報。

•請求書 ID、サービスのクラス、および内線。

•アカウントがロックされているかどうか。

•ユーザがパーソナル着信転送ルールを有効にしているかどうか。

Users
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出力の説明レポート名

次のトラフィックカテゴリの合計が含まれます:

•音声。

•ファックス。

•メール。

•不達確認 (NDR)

•配信確認。

•開封確認。

•時間ごとの合計。

•日単位の合計。

メッセージトラフィッ

ク

ボイスメッセージポートに関する次の情報が含まれます。

•名前。

•処理された着信通話の数。

•処理された発信MWIコール数。

•処理されたアウトバウンド AMISコール数。

•処理された発信通知通話の数。

•処理されたアウトバウンド TRaP通話数。

•処理されたコールの合計数。

ポートアクティビティ

指定されたメールボックスストアに関する次の情報が含まれます:

•メールデータベース名。

•表示名。

•サーバ名。

•アクセスが有効かどうか。

•メールボックスストアのサイズ。

•最後のエラー。

•状況。

•メールデータベースを削除できるかどうか。

メールボックスストア
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出力の説明レポート名

Unity Connectionサーバーまたは Cisco Business Editionサーバーで構成
されている検索スペースの一覧と各検索スペースに割り当てられたパー

ティションの順序付き一覧が含まれます。

サーバがデジタルネットワークの一部である場合、ネットワーク上の他

のすべてのUnity Connectionロケーションにおける検索スペースと、そ
れに関連付けられたパーティションメンバーシップも一覧表示されま

す。

ダイヤルプラン

Unity Connectionディレクトリで構成されている具体的なパーティショ
ンにすべてのユーザーと内線の一覧が含まれます。パーティションが

指定されていない場合は、ディレクトリに設定されているすべてのパー

ティションのすべてのユーザとその内線番号を一覧表示します。

ダイヤル検索範囲

電話機へのログイン、MWI操作、ユーザーごとの電話デバイスへのメッ
セージ通知に関する次の情報が含まれます。

•名前、内線、およびサービスクラス。

•各アクティビティの日時です。

•各アクティビティのソースです。

•完了した操作 (例えば、ログイン、MWIのオン/オフ、電話のダイ
ヤルアウト)。

•ダイヤルアウト番号と結果 (電話デバイスへのメッセージ通知にの
み適用可能)。

•ユーザーがログインした時点で存在する新着メッセージ数。

ユーザ電話ログインと
MWI

ユーザーごとに送受信したメッセージに関する次の情報が含まれます。

•名前、内線、およびサービスクラス。

•各メッセージの日時です。

•メッセージの種類。

•完了した操作 (例:新着メッセージ、保存済みメッセージ)。

•メッセージの送信者に関する情報です。

ユーザメッセージアク

ティビティ
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出力の説明レポート名

以下の情報が含まれています。

•リストの名前と表示名です。

•リストが作成された日時です。 (日時の表記はグリニッジ標準時で
す。)

•リストに含まれているユーザの数です。

• [リストメンバーを含む]チェックボックスがオンの場合、リストの
メンバーである各ユーザのエイリアスの一覧が表示されます。

配信リスト

ユーザーのエイリアス、ユーザーのサインイン試行失敗回数、資格情報

タイプ (結果が「4」の場合はUnity Connectionの会話からのサインイン
試行を示し、結果が「3」の場合は、はウェブアプリケーションからの
サインイン試行を示します)、アカウントがロックされた日時が含まれ
ます。

(日時の表記はグリニッジ標準時です。)

ユーザのロックアウト

ユーザの別名と表示名、およびユーザアカウントが作成された日時が含

まれます。

(日時の表記はグリニッジ標準時です。)

未使用のボイスメール

アカウント

各呼び出しに関する次の情報が含まれます。

•ユーザの名前、内線番号、請求 ID。

•呼び出しが発生した日時。

•ダイヤルされた電話番号。

•転送の結果 (接続済み、応答なし (RNA)、通話中、不明)。

転送コール課金

日ごとおよび通話を発信したユーザーの内線番号ごとに整理された以下

の情報が含まれます。

•名前、内線番号、および請求 ID。

•発信日時です。

•発信先の電話番号。

•通話の結果です (接続、呼び出し音無応答 (RNA)、通話中、または
不明)。

•秒単位での通話の継続時間。

アウトコール請求詳細
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出力の説明レポート名

日付順に、発信したユーザーの名前、内線、請求 IDに従って整理され
ており、1日 24時間表示で一覧されており、各時間帯のダイヤルアウ
ト時間が秒単位で指定されています。

アウトコール料金概要

各コールハンドラーに関する以下の情報が、1日の各時間帯ごとの行に
含まれます。

•通話の合計数。

•電話のキーパッドの各キーが押された回数。

•内線番号。

•無効な内線番号です。

•挨拶後のアクションが発生した回数。

•発信者が電話を切った回数。

コールハンドラトラ

フィック

Unity接続システムの構成に関するあらゆる面に関する詳細情報が含ま
れます。

システム構成

指定された期間に指定されたユーザーについて、トランスクライブされ

たメッセージの合計数、失敗したトランスクリプションの合計数、およ

び切り捨てられたトランスクリプションの合計数が含まれます。すべ

てのユーザを対象にレポートが実行された場合、出力はユーザ別に表示

されます。

ユーザー別 SpeechView
アクティビティレポート

指定期間中のシステム全体の、文字起こしされたメッセージ、文字起こ

しに失敗した数、切り捨てられた文字起こしの合計数が含まれます。

メッセージが複数の受信者に送信される場合、メッセージは1回だけ文
字起こしされるため、文字起こしアクティビティは1回だけカウントさ
れます。

SpeechViewアクティビ
ティ概要レポート

(HTTPSネットワークにのみ適用)ディレクトリ同期で同期されないディ
レクトリオブジェクトに関連付けられた以下の情報が含まれます。

•作成日

•失敗したオブジェクト ID

• USN

•オブジェクトタイプ

•場所の表示名

• HTTP(S)リンク

•エラーメッセージ

HTTPSネットワーク同
期エラーレポート
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レポート構成パラメータの設定
Cisco Unity Connectionは、レポート生成に使用できるデータを収集および保存するように自動
的に設定されています。このセクションに記載されているパラメータは、生成したいレポート

出力に応じて調整できます。すべてのレポートパラメータ設定は、Cisco Unity Connection
Administrationの [システム設定] > [詳細設定] > [レポート]ページにあります。

レポートデータは、データ保持のために設定したパラメータに応じて、徐々に上書きされま

す。履歴目的でレポートを保存したい場合は、定期的にレポートを生成するスケジュールを作

成し、Unity ConnectionまたはCisco Business Editionサーバとは別の場所に保存することをお勧
めします。

•データコレクションサイクル間のミリ秒数—デフォルトでは 30分 (1,800,000ミリ秒)に
設定されています。この設定は、Unity Connectionがレポートデータの収集サイクル間の
待機時間を制御します。

•レポートデータベースにデータを保持する日数—デフォルトでは180日に設定されていま
す。生成するレポートの期間にこの日数より多い日数を指定しても、データの日数はここ

で設定した日数に制限されることに注意してください。

•レポート出力の最大レコード数—デフォルトでは 25,000レコードに設定されています。
このフィールドに設定できる最大値は、30,000レコードです。生成したいレポートが許容
される最大レコード数を超える場合は、レポートを分割して生成することができます（た

とえば、日付範囲や各反復処理に含めるユーザアカウント数を減らすなど）。

ユーザメッセージアクティビティレポートのレポート出力におけ

る最大レコード数は、レポートのサイズが大きいため、デフォル

トの 25,000レコードではなく、15,000レコードに制限されていま
す。

（注）

•進捗状況インジケーターを表示するために必要な最小レコード数—デフォルトでは 2,500
レコードに設定されています。このフィールドに設定できる最大値は 10,000件です。進
捗状況表示の目的は、リクエストしたレポートのサイズが大きく、完了までに時間がかか

る可能性がある場合に警告を発することです。 Unity Connectionでは、レポートはブラウ
ザ内で生成されるため、レポート生成中はブラウザセッションを開いたままにしておく必

要があります。データベースのサイズや生成されるレポートの種類によっては、レポート

の生成に時間がかかる場合があります。その間、ブラウザは使用できず、接続管理セッ

ションを開いたままにしておく必要があります。

レポートの生成と表示
レポートを生成する際に、以下の項目の一部またはすべてを指定できます。
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•レポートに含めるオブジェクト（例えば、ユーザアカウントやコールハンドラーなど）。

•対象とする日付と時間帯。

•レポート内のデータの並べ替え順序。

レポート用のファイル形式として、以下のいずれかを選択できます。

HTMLファイル。レポートの出力結果は、ウェブブラウザに表示されま
す。

簡単なレポートを素早く表示するには、この形式を選択してください。

アーカイブ目的のため、PDF形式のレポートを作成することをお勧めし
ます。

Webページ

テキストファイル (カンマ区切りファイル、または CSVファイルとも呼
ばれる)。レポートの出力は、カンマで区切られたデータ文字列として表
示されます。

スプレッドシートアプリケーションなど、別のアプリケーションで情報

を表示または印刷する場合は、この形式を選択してください。

カンマ区切りファイル

レポート出力は PDFとして表示され、印刷や保存が可能です。

レポートをアーカイブする予定がある場合は、この形式を選択すること

をお勧めします。

PDFファイル

ページの最後に「生成された PDFまたは CSVレポートのチェックサム (SHA512)」というリ
ンクが表示されます。リンクをクリックすると、レポートファイルの整合性を確認するため

に、SHA-512チェックサム値が表示されます。

（注）

レポートを生成するのに最適なタイミングは、Unity Connectionが多くの通話を処理していな
い通常の営業時間後、または他のプロセスが実行されていない時 (たとえば、フルバックアッ
プの前後)など、システムが混雑していない時間帯です。レポート生成のリクエストはキュー
に格納されます。複数のレポートが同時に生成された場合 (別々のブラウザから生成された場
合)、レポートはキューに格納され、一度に処理されるのは 1つのみです。

システムがビジー状態のときに大規模なレポートを生成すると、システムリソースが消費さ

れ、システムユーザの応答時間が遅くなる可能性があります。

注意

レポートは事前にスケジュール設定できないことにご注意ください。レポート生成中に Unity
Connectionまたは Cisco Business Editionサーバーをシャットダウンしたり、Connection
Administrationブラウザセッションを閉じたりすると、レポート生成は中止されます。
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レポートを生成、表示する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール] > [レポート]の順に選択します。

ステップ 2 「サービス性レポート」ページで、生成したいレポートの名前を選択します。

ステップ 3 レポート出力に関して該当するファイル形式を選択します。

ステップ 4 フィールドが表示されている場合は、開始日時および終了日時の月、日、年、時刻を選択して日付範囲を
設定します。

ステップ 5 必要に応じて、その他のパラメータを設定してください。

ステップ 6 [レポートの生成（Generate Report）]を選択します。

ステップ 7 手順 3で選択したファイル形式に応じて、レポート出力を表示します。

出力はブラウザウィンドウに表示されます。ウェブページ

ファイルダウンロードダイアログボックスが開き、ファイルを開くか保存

するかを尋ねられます。

カンマ区切りファイ

ル

ファイルダウンロードダイアログボックスが開き、ファイルを開くか保存

するかを尋ねられます。

PDFファイル
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第 7 章

音声ネットワークマップツールを使用する

この章では、Cisco Unity Connection Serviceabilityの音声ネットワークマップツールの使用方法
について説明します。

•音声ネットワークマップツールについて理解する（39ページ）
• Unity Connectionサイト内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスの設
定（40ページ）

•音声ネットワークマップツールでレプリケーション状態情報を表示する（41ページ）

音声ネットワークマップツールについて理解する
音声ネットワークマップツールは、Unity Connectionサイト内の各ロケーションの稼働状況を
統合された視覚的な形式で表示します。 (このツールでは、サイト内でサイト間ゲートウェイ
として機能しているロケーションも特定できますが、他のサイトに関する稼働状況は表示しま

せん)。

このツールを使用すると、サイト内のレプリケーションの問題を迅速に特定し、サイト内の任

意の 2つの場所間のレプリケーションの状態に関する情報を取得できます。

このツールには、サイト表示、データ表示、およびサイト表示に表示されるアイコンの意味を

説明する凡例が含まれています。

サイト表示には、Unity Connectionサイト内の各場所を示すアイコンが含まれています。アイ
コン自体が、そのロケーションの稼働状況を示す指標となります (場合によっては、ツールが
そのロケーションからデータを収集できないことを示します)。

データ表示には、サイト表示で選択した2つの場所に関する情報が表示されます。この情報に
は、一方のロケーションが現在他方のロケーションとディレクトリ情報をプルしているかプッ

シュしているか、および両方のロケーション間で送受信されるレプリケーションメッセージの

USN (シーケンス番号)に関する情報が含まれます。（2つの場所が完全に同期されている場
合、レプリケーション更新を送信する場所の「Last USN Sent」と「Last USN Acknowledged」
の値は、更新を受信する場所の「Last USN Received」の値と等しくなります。）レプリケー
ション中は、最終 USN確認応答値が最終 USN送信値より遅れるのは正常です。 Cisco Unity
Connection Administrationでもプッシュ/プル状態と USN情報を確認できますが、音声ネット
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ワークマップツールでは、すべての情報を1つのビジュアル表示で提供するため、情報へのア
クセスが簡素化されます。

サイト表示内のアイコンに関する詳細については、凡例を参照してください。凡例内のアイコ

ンにポインターを合わせると、そのアイコンに関する情報が表示されます。（詳細）リンクを

選択すると、その他のアイコンを表示できます。

場所のアイコンを右クリックすると、その場所の Cisco Unity Connection Serviceabilityまたは
Cisco Unity Connection Administrationにアクセスするためのオプションが表示されます。その
場所がサイト間リンクへのゲートウェイである場合、リモートサイトにあるサーバのマップを

表示することもできます。

ヒント

Unity Connectionサイト内の他の Unity Connectionロケー
ションへのリモートアクセスの設定

音声ネットワークマップツールが Unity Connectionサイト内の他の場所から必要なデータを収
集するには、ツールを使用する場所に、サイト内の他の場所へのサインイン情報が登録されて

いる必要があります。サインイン情報はサイト内の複数の場所で複製されないため、サイト内

の複数の場所で音声ネットワークマップツールを使用する場合は、ツールを使用する各場所で

このセクションの手順を実行してください。

サインイン情報は、Unity Connection Administrationの [一括編集]モードでネットワーク上のオ
ブジェクトを編集する際にも使用されます。サインイン情報に変更を加えると、一括編集モー

ドへのアクセスにも影響します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク]、[Unity Connectionロケーションパスワード]の順
に選択します。

ステップ 2 [エンタープライズ管理パスワードを検索]ページのリストで、Unity Connectionロケーションを選択しま
す。

ステップ 3 [エイリアス]フィールドに、リモートサーバーへのサインインに使用するアカウントのユーザー名を入力
します。そのアカウントにはシステム管理者権限が付与されている必要があります。

ステップ 4 [パスワード]フィールドに、リモートサーバーへのサインインに使用するアカウントのパスワードを入力
します。

ステップ 5 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 6 保存を選択します。
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ヒント

リモートアクセスは、必要な場合にのみ構成します。リモートアクセスが不要になった場合は、[エンター
プライズ管理パスワードを検索]ページで該当するアカウントの横にあるチェックボックスをオンにし、
[選択項を削除]を選択します。

ステップ 7 Unity Connectionサイト内のその他のロケーションにリモートアクセスを構成するには、手順 2から手順 6
を繰り返します。

音声ネットワークマップツールでレプリケーション状態

情報を表示する
音声ネットワークマップツールを使用するには、UnityConnectionサイトのその他のロケーショ
ンへのリモートアクセスを構成すると、ツールが必要なデータを収集できます。 7-1ページの
「Unity Connectionサイト内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスを構成
する」項を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityの [ツール]メニューで、[音声ネットワークマップ]を選択します。

ステップ 2 [音声ネットワークマップ]ページで、レプリケーション状態情報を表示する最初のロケーションを選択し
ます。

ステップ 3 手順 2で選択したロケーションと別のロケーションとの間で送受信および確認されたUSNメッセージのレ
プリケーション状態とデータを確認するには、ポインターを 2番目のロケーションに合わせます。

ヒント

ポインターを新しい場所に移動することで、2番目の場所をすばやく変更できます。または、情報表示を
2つの場所に「固定」するには、Controlキーを押しながら 2番目の場所を選択します。ロックを解除する
には、Ctrlキーを押しながら 2番目のロケーションを選択する操作を繰り返します。

ステップ 4 最初のロケーションを変更するには、新しいロケーションを選択してから、手順 3を繰り返します。

ステップ 5 このツールは、指定した更新間隔に基づいて、表示情報を定期的に更新します。更新間隔を変更するに
は：

a) [構成]タブを選択します。

b) 「更新間隔」フィールドに、表示情報が更新される頻度の値を入力します。最小値は、15秒で、デ
フォルト値は、30秒です。なお、この間隔は Tomcatサービスが再起動されるたびにデフォルト値に
リセットされます。

c) 保存を選択します。

ステップ 6 定期的な更新を一時停止して現在のデータを表示し続けるには、[一時停止]タブを選択します。タブのラ
ベルが [再開]に変わります。これを選択すると、ツールが定期的な更新を再開します。
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ステップ 7 次の更新間隔を待たずにレプリケーション情報を即座に更新するには、[更新]タブを選択します。
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第 8 章

HTTPSネットワークで音声ネットワーク
マップツールを使用する

• HTTPSネットワークの音声ネットワークマップツールについて理解する（43ページ）
• HTTPSネットワーク内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスを構成
する（44ページ）

•音声ネットワークマップツールでレプリケーションステータス情報を表示する（45ペー
ジ）

HTTPSネットワークの音声ネットワークマップツールに
ついて理解する

音声ネットワークマップツールは、HTTPSCiscoUnityConnectionネットワークのロケーション
内の各ロケーションの稼働状況を統合された視覚的な形式で表示します。

このツールを使用すると、ネットワーク内のレプリケーションの問題を迅速に特定し、ネット

ワーク内の任意の2つ以上の拠点間のレプリケーションの状態に関する情報を取得できます。

このツールには、ネットワーク表示、データ表示、およびネットワーク表示に表示されるアイ

コンの意味を説明する凡例が含まれています。

ネットワーク表示には、HTTPSネットワーク内の各ロケーションを示すアイコンが含まれて
います。アイコン自体が、そのロケーションの稼働状況を示す指標となります (場合によって
は、ツールがそのロケーションからデータを収集できないことを示します)。例えば、特定の
ロケーションのパスワードが設定されていない場合、ネットワーク表示でそのロケーションに

マウスカーソルを合わせると、対応するメッセージが表示されます。

データ表示には、ネットワーク表示で選択した2つのロケーションに関する情報が表示されま
す。この情報には、ホストアドレス、表示名、最終同期時刻、レプリケーションセット、最大

USN、最終USN、およびネットワーク内の2つのロケーション間の同期モードが含まれます。
ディレクトリ同期に関連するフィールドの詳細については、CiscoUnityConnectionAdministration
の該当ページに移動し、「ヘルプ」>「このページ」を参照してください。
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ネットワークディスプレイのアイコンに関する詳細については、凡例を参照してください。凡

例内のアイコンにポインターを合わせると、そのアイコンに関する情報が表示されます。 (そ
の他の)リンクを選択すると、、その他のアイコンを表示できます。

場所のアイコンを右クリックすると、その場所の Cisco Unity Connection Serviceabilityまたは
Cisco Unity Connection Administrationにアクセスするためのオプションが表示されます。

ヒント

HTTPSネットワーク内の他のUnity Connectionロケーショ
ンへのリモートアクセスを構成する

音声ネットワークマップツールが HTTPSネットワーク内の他の場所から必要なデータを収集
するには、ツールを使用する場所に、HTTPSネットワーク内の他の場所へのサインイン情報
が登録されている必要があります。サインイン情報は、ネットワーク内のロケーション間で複

製されないため、音声ネットワークマップツールをネットワークの複数のロケーションで使用

する場合は、ツールを使用する各ロケーションでこの項で記載されている手順を実行します。

サインイン情報は、Unity Connection Administrationの一括編集モードでネットワーク上のオブ
ジェクトを編集する際にも使用されます。サインイン情報に変更を加えると、一括編集モード

へのアクセスにも影響します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク]、[Unity Connectionロケーションパスワード]の順
に選択します。

ステップ 2 [エンタープライズ管理パスワードを検索]ページのリストで、Unity Connectionロケーションを選択しま
す。

ステップ 3 [エイリアス]フィールドに、リモートサーバーへのサインインに使用するアカウントのユーザー名を入力
します。そのアカウントには、システム管理者ロールが付与されている必要があります。

ステップ 4 [パスワード]フィールドに、リモートサーバーへのサインインに使用するアカウントのパスワードを入力
します。

ステップ 5 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 6 「保存済みエンタープライズ管理パスワード」で、リモートアクセスを設定するUnityConnectionの場所に
対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 7 保存を選択します。

ヒント
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リモートアクセスは、必要な場合にのみ構成します。リモートアクセスが不要になった場合は、[エンター
プライズ管理パスワードを検索]ページで該当するアカウントの横にあるチェックボックスをオンにし、
[選択項を削除]を選択します。

ステップ 8 HTTPSネットワーク内の追加の場所へのリモートアクセスを構成するには、必要に応じて手順 2から手順
7を繰り返します。 #unique_44 unique_44_Connect_42_ID-2389-00000027（44ページ）#unique_44 unique_
44_Connect_42_ID-2389-00000036（44ページ）

音声ネットワークマップツールでレプリケーションステー

タス情報を表示する
音声ネットワークマップツールを使用するには、HTTPネットワークのその他のロケーション
へのリモートアクセスを構成すると、ツールが必要なデータを収集できます。 8-2ページの
「HTTPSネットワーク内の他のUnity Connectionロケーションへのリモートアクセスを構成す
る」項を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューから [音声ネットワークマップ]を選択します。

ステップ 2 音声ネットワークマップのページで、レプリケーション情報を表示したい最初の場所を選択します。

ステップ 3 手順 2で選択したリモートロケーションに設定されているレプリケーションおよびそれに関連付けられて
いる最終 USNなどのレプリケーション情報と別のロケーションを表示するには、ポインタを 2つめのロ
ケーションに合わせます。

VNMAPツールを使用すると、HTTPSネットワークにおいて、参照地点に対して直接的および間接的に接
続されている地点を表示することもできます。

•ネットワーク表示で任意のロケーションにポインタを合わせても、そのロケーションを選択しない場
合、データ表示セクションに以下の情報が表示されます。

•ホストアドレス

•表示名

•再試行キューのサイズ

ヒント

ポインターを新しい場所に移動することで、2番目の場所をすばやく変更できます。または、情
報表示を 2つの場所に「固定」するには、Controlキーを押しながら 2番目の場所を選択します。
ロックを解除するには、コントロールキーを押しながら 2番目の場所を選択する操作を繰り返し
てください。
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ステップ 4 最初のロケーションを変更するには、新しいロケーションを選択してから、手順 3を繰り返します。

ステップ 5 このツールは、指定した更新間隔に基づいて、表示情報を定期的に更新します。更新間隔を変更するに
は：

• [構成]タブを選択します。

•「更新間隔」フィールドに、表示情報が更新される頻度の値を入力します。最小値は、15秒で、デ
フォルト値は、30秒です。なお、この間隔は Tomcatサービスが再起動されるたびにデフォルト値に
リセットされます。

•保存を選択します。

ステップ 6 定期的な更新を一時停止して現在のデータを表示し続けるには、[一時停止]タブを選択します。タブのラ
ベルが [再開]に変わります。これを選択すると、ツールが定期的な更新を再開します。

ステップ 7 次の更新間隔を待たずにレプリケーション情報を即座に更新するには、[更新]タブを選択します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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